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リング改造

ＰＦリング直線部増強計画は、現在全改造案で進行している。改造部分は、Ｂ２６～Ｂ０５間およ

びＢ１２～Ｂ１９間の直線部で、偏向電磁石以外はすべて改造対象となる。主な新規製造は、４極電

磁石４６台、基幹チャンネル１２台、Ｂダクト１２台、その他Ｑダクト、ＢＰＭ、一部ステアリング

電磁石等である。電磁石、真空、基幹チャンネルとのスペースの取り合いに関してはおおよそ合意が

とれ、本年度予算でＢ０１のビームラインをターゲットにして、４極電磁石２台を先行製造している

（図１）。直線部のスペースをできるだけ挿入光源に与えるため、既設モニター等はアーク部のスペー

スに移設することになるが、この点に関してもおおよその見通しがついている。

図１ B01 直下流に設置される先行４極電磁石


